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日
次

あ
る
舟
艇
の
話
　
，

無
人
機

「
太
刀
十
八
」
発
進
の
夢
　
″

笹
舟
の
記
　
“

運
命
の
き
ず
な
　
９９

軍
医
わ
れ
生
き
残
り
て
　
”

中
隊
長
の
伝
統
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生
き
残
り
の
大
隊
長
　
″

あ
と
が
き
　
率



あ
と
が
き

私
が

「
別
肌
文
藝
春
秋
」
に

「
戦
犯
記
」
と
い
う
作
品
を
書
い
た
の
は
、
三
十
年
ほ
ど
も
以
前
の
こ

と
で
あ
る
。
爾
来
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
断
続
し
て
い
て
、
こ
の
た
び

「軍
人
た
ち
の
伝
統
」
と
い
う

一

巻
が
ま
と
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
主
と
し
て
職
業
軍
人
の
美
談
を
材
料
と
し
て
き
て
い
る
。
む
ろ
ん
実
録
で
あ

る
。
戦
後
、
軍
人
や
軍
隊
に
対
す
る
露
悪
的
な
記
事
や
言
辞
が
氾
濫
し
つ
づ
け
、
そ
の
風
潮
は
、
現
在

も
、
自
虐
的
史
観
の
中
で
生
き
つ
づ
け
て
い
る
が
、
軍
人
に
は
軍
人
に
し
か
な
い
立
派
な
人
格
、
人
生

観
、
死
生
観
、
及
び
そ
れ
に
も
と
づ
く
言
動
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
に
ま
っ
た
く
眼
を
つ
ぶ
っ

て
い
て
よ
い
の
か
、
と
い
う
意
見
が
、戦
記
作
家
で
あ
る
私
に
も
あ
っ
た
。
ラ
）
の
考
え
は
、歴
代
の

「
別
肌

文
藝
春
秋
」
の
編
集
長
に
引
き
つ
が
れ
て
き
て
、
私
は
二
十
篇
ほ
ど
の
作
品
を

「
別
冊
文
藝
春
秋
」
に

書
い
て
き
て
い
る
。私
に
対
し
て
、も

っ
と
も
熱
心
な
督
励
者
は
高
橋

一
清
編
集
長
で
、私
は
高
橋
氏
に

い
わ
れ
て
は
、恰
好
の
人
物
さ
が
し
に
努
力
し
て
き
て
い
る
。た
だ
、美
談
の
持
主
と
い
う
の
は
、い
自ヽ
分
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か
ら
は
決
し
て
語
ら
な
い
の
で
、
人
物
さ
が
し
に
は
、
ず
い
ぶ
ん
と
む
つ
か
し
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

こ
の
た
び
の

「軍
人
た
ち
の
伝
統
」
を
ま
と
め
る
に
つ
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
っ
た
方

た
ち
も
多
い
し
、
ま
た
資
料
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
の
で
、
簡
略
な
が
ら
も
、
解
説
を
加
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
く
思
う
。
シ
リ
ー
ズ
執
筆
間
に
、
亡
く
な
ら
れ
て
し
ま

っ
た
方
々
も
あ
る
の
で
、
そ

の
方
々
に
は
、
謹
ん
で
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
お
き
ま
す
。

「
あ
る
舟
艇
の
話
」
（昭
和
五
十
一
年
）

こ
の
作
品
は
軍
人
美
談
と
い
う
よ
り
、
め
ず
ら
し
い
体
験
を
し
た
兵
隊
の
話
を
軸
に
し
て
、
軍
隊
や

戦
場
と
い
う
も
の
を
、
変
わ
っ
た
角
度
か
ら
み
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
き
わ
め
て
役
に
立
つ
か
も
し
れ

な
い
。
こ
の
作
品
は
、
私
も
所
属
し
た
部
隊
の
戦
友
会
仲
間
、
金
子
勇
、
高
松
秀
雄
、
土
屋
正
君
た
ち

を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
。
い
ま
考
え
て
み
て
、
こ
の
作
品
の
中
の
テ
レ
ビ
番
組
の
企
画
は
、
実
に
有
意

義
で
あ
っ
た
と
思
う
。
た
だ
、
こ
の
作
品
を
書
い
た
時
点
で
は
、
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
は
め
ず
ら
し
い
も
の

だ
っ
た
の
で
、
こ
の
点
を
承
知
し
て
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。

「
無
人
機

『
太
刀
十
八
』
発
進
の
夢
」
（平
成
四
年
）

こ
の
記
録
は
、
戦
後
五
十
年
余
を
経
て
み
る
と
、
あ
る
種
の
感
慨
が
、
改
め
て
、
読
む
方
た
ち
の
胸



¬

に
湧
い
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　
一
発
サ
イ
バ
ン
に
ぶ
ち
こ
ん
で
や
り
た
か
っ
た
、
と
い
う
思

い
を
す
て
が
た
い
。
「
太
刀
十
八
」
の
研
究
に
尽
痺
さ
れ
た
多
賀
久
生
氏
は
、
先
年
亡
く
な
ら
れ
た
。

文
中
に
登
場
さ
れ
る
加
藤
卓
男
氏
は
、
現
在
ま
す
ま
す
ご
健
在
で
あ
る
。
多
賀
氏
は
、
私
の
郷
里
の
先

輩
で
あ
る
故
駒
田
信
二
氏
と
中
学
の
同
級
生
で
、
駒
田
氏
を
誘

っ
て
多
治
見
の
加
藤
卓
男
先
生
の
窯
場

へ
通
わ
れ
た
が
、
私
も
何
度
か
同
行
し
、
車
中
で
、
こ
の

「
太
刀
十
八
」
の
話
も
き
い
た
の
で
あ
る
。

「
笹
舟
の
記
」
（平
成
五
年
）

こ
の
作
品
は
、
発
表
の
時
、
左
の
如
き

〈作
者
付
記
〉
を
添
え
て
い
る
。

〃
こ
の
作
品
は

『
鶴

一
会
報
』
（鶴
第
一一一〇
六
一
部
隊
戦
友
会
刊
）
所
載
の
、
斉
木
礼
助
氏
の
手
記

「
渓

河
村
物
語
」
を
資
料
と
し
て
い
ま
す
。
斉
木
氏
は
昭
和
五
十
三
年
に
死
去
さ
れ
て
い
ま
す
。
因
み
に

私

（伊
藤
）
は
、
二
度
目
の
軍
務
で
、
鶏
第
二
〇
六
四
部
隊
に
所
属
し
、
広
徳
作
戦
の
折
は
、
糧
林

輸
送
隊
の
一
員
と
し
て
、
作
戦
に
参
加
し
て
い
ま
す
″

「鶴

一
会
報
」
は
、
大
山
市
在
住
の
成
瀬
光
雄
氏

（戦
友
会
責
任
者
）
か
ら
い
た
だ
き
、
斉
木
氏
に
つ
い

て
の
補
足
的
な
話
も
う
か
が
っ
た
。
「
笹
舟
の
記
」
と
い
う
作
品
は
、
戦
記
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
め

ず
ら
し
い
、
美
し
い
、
純
愛
物
語
だ
と
思
う
。
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「
運
命
の
き
ず
な
」
（平
成
六
年
）

こ
の
作
品
を
ま
と
め
る
に
は
、
左
に
掲
げ
る
多
く
の
資
料
を
参
照
し
た
。
資
料
の
収
集
に
は
高
橋

一

清
氏
の
協
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

〈参
考
資
料
〉

＊

「
昭
和
史
の
天
皇
１０
」
（読
売
新
聞
社
）

＊

「
証
言

。
私
の
昭
和
史
３
」
（学
藝
書
林
）

＊

「
現
代
キ
リ
ス
ト
教
と
将
来
」
（古
屋
安
雄

。
新
地
書
一房
）

＊

「
ロ
ハ
ス
大
統
領
を
偲
び
て
」
（神
保
信
彦

。
日
比
協
会
）

＊

「徳
不
孤
」
２

九
六
二
年
二
月

一
日

・
中
華
民
国

「
中
華
週
報
」
第

一
九
二
号
）

＊

「
朝
日
新
聞
」
「
時
事
新
報
」
等
の
記
事
及
び
神
保
隆
子

（未
亡
人
）
池
辺
明
子

（次
女
）
西
村
源

一　
公
几
神
保
部
隊
・
格
家
社
長
）
本
間
清
江

（信
彦
氏
妹
）
氏
ら
の
談
話
と
記
事
。

「
軍
医
わ
れ
生
き
残
り
て
」
（平
成
七
年
）

田
村
久
弥
氏
は
、
現
在
も
健
在
に
活
躍
さ
れ
て
い
ら
れ
る
が
、
ご
大
人
は
、
先
年
亡
く
な
ら
れ
た
。

こ
の
上
な
い
よ
き
伴
侶
で
あ
っ
た
夫
人
を
失
わ
れ
た
あ
と
は
、
お
子
さ
ん
方
を
頼

っ
て
、
ア
メ
リ
カ
と

日
本
を
往
復
さ
れ
な
が
ら
も
、
日
村
氏
ら
し
い
生
き
方
を
さ
れ
て
い
る
。
回
想
録
の
ご
執
筆
も
す
す
め



ら
れ
て
い
る
。
田
村
氏
の
所
属
さ
れ
た
祭
兵
団
の
歩
兵
第
六
十
聯
隊
の
戦
友
会

「祭
六
〇
会
」
で
は
、

会
の
世
話
人
で
あ
る
竹
ノ
谷
秋
男
、
馬
淵
裕

一
、
有
本
勝
蔵
、
竹
内
堅
吉
氏
ら
が
種
々
、
田
村
氏
を
支

え
ら
れ
、
本
篇
の
取
材
に
つ
い
て
も
、
な
に
か
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

「
中
隊
長
の
伝
統
」
（平
成
七
年
）

本
篇
の
モ
デ
ル
で
あ
る
山
平
千
代
吉
氏
は
、
現
在
も
ま
こ
と
に
お
元
気
に
、
テ
ニ
ス
の
指
導
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
。
容
姿
体
力
と
も
に
壮
年
と
し
か
思
え
な
い
方
で
あ
る
。
山
平
氏
は
、
中
隊
長
で
あ
っ
た

大
塚
堅
治
氏
へ
の
敬
慕
の
念
篤
く
、
取
材
中
も
し
ば
し
ば
、
大
塚
中
隊
長
へ
の
思
い
に
責
め
ら
れ
て
、

言
葉
を
途
切
ら
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
本
篇
が
、
戦
中
世
代
の
方
た
ち
に
、
こ
と
に
深
い
感
銘

を
与
え
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
信
じ
て
い
る
。

山
平
氏
の
所
属
さ
れ
た
槍
兵
団

（第
七
十
師
団
）
で
は
、
さ
き
ご
ろ

「
槍
部
隊
史
」
を
刊
行
し
て
い

，ハフ
。

「
生
き
残
り
の
大
隊
長

〈
レ
イ
テ
戦
に
お
け
る
長
嶺
秀
雄
少
佐
ご

（平
成
九
年
）

私
の
詩
友
で
あ
る
中
平
燿
氏
は
、
長
嶺
秀
雄
氏
が
陸
軍
幼
年
学
校
の
生
徒
監
を
さ
れ
て
い
た
こ
ろ
の
、

教
え
子
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
、
詩
の
会
の
席
で
、
中
平
氏
か
ら
そ
の
こ
と
を
き
き
、
こ
の
た
び
の
取
材

¬
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の
契
機
と
な
っ
た
。
戦
中
に
大
隊
長
を
つ
と
め
ら
れ
た
ほ
ど
の
軍
人
は
、
い
ま
や
、
貴
重
き
わ
ま
る
存

在
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ご
長
命
と
ご
活
躍
を
祈

っ
て
や
ま
な
い
。

こ
の
本
を
ま
と
め
る
に
つ
い
て
は
、
文
藝
春
秋
出
版
局
の
高
橋

一
清
氏
、
欠
端
順

一
氏
、
そ
れ
に

「
別
肌
文
藝
春
秋
」
編
集
長
の
明
円

一
郎
氏
ら
に
、
な
に
か
と
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
謝
意

を
表
し
ま
す
。

文
中
、
ま
た

「
あ
と
が
き
」
で
触
れ
た
資
料
類
に
つ
い
て
は
、
左
記
に
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

＊

「
か
か
る
軍
人
あ
り
き
」
（光
入
社

・
文
藝
春
秋
刊
の

″
か
か
る
軍
人
あ
り
き
″
″
イ
ラ
タ
ジ
は
渦

巻
く
と
も
″
の
二
巻
を
合
本
し
た
も
の
）

＊

「
槍
部
隊
史
」
（北
九
州
市
門
司
区
栄
町
九
―
二
三
　
橋
本
食
品
Ｋ
Ｋ
内
槍
部
隊
史
刊
行
会
）

＊

「
戦
場

・
学
ん
だ
こ
と
、
伝
え
た
い
こ
と
し
（長
嶺
秀
雄

・
並
本
書
房
）

＊

「
日
本
軍
人
の
死
生
観
」
（長
嶺
秀
雄

。
原
書
房
）

（平
成
九
年
六
月
　
伊
藤
桂

一
記
）



著
者
紹
介

大
正
六
年
二
重
県
四
日
市
市
に
生
ま
れ

る
。
昭
和

一
三
年
入
隊
。
終
戦
ま
で
の

七
年
間
、　
一
兵
卒
と
し
て
中
国
大
陸
を

転
戦
す
る
。
戦
後
、
出
版
社
に
勤
務
し

な
が
ら
作
家
デ
ビ
ュ
ー
．昭
和
一三
ハ
年
、

自
ら
の
戦
争
体
験
を
描
い
た
「
蛍
の
河
」

で
第
四
六
回
直
木
賞
を
受
真
し
た
。
以

来
　
　
小
説
を
発
表
。「静
か
な
ノ
モ
ン

ハ
ン
」
で
昭
和
二
九
年
に
第

一
人
回
吉

川
英
治
賞
、
昭
和
六
〇
年
に
紫
綬
褒
章

を
受
章
し
た
。
主
な
作
品
に

「
黄
上
の

記
憶
」
「
悲
し
き
戦
記
」
な
ど
が
ぁ
る
。

軍
人
た
ち
の
伝
統

一
九
九
七
年
八
月

一
二
日
　
第

一
刷

著

者

伊

藤

ば

↓

発

行

者

和

　

一田

　

　

宏

鵞

所

譜

文
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秋

東
京
都
千
ベ

ロ
区
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尾
井
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ニ
ー

二
三

電
話
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表
〇^
三
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〓
ニハ五
―
一二
二

罵

所

凸

版

印

刷

挙

所

加

藤

製

本

定
価
は
カ
バ
ー
に
表
示
し
て
あ
り
ま
す

万
一
、
落
丁
乱
丁
の
場
合
は
送
剌
当
村
套
涎

致
し
ま
す
．
小
社
普
業
部
宛
お
送
り
下
゛
い
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